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· 生物多様性と企業活動
「生物多様性」という言葉を最近よく耳にしませんか？「生物多様性」とは、生物種の多さだけではなく、それらによって成り立っている生態系の豊かさやそのバランスが保たれている状態を言い、さらには生物が過去から未来へと伝える遺伝子の多様さをも含めた広い概念として捉えられています。つまり、①「種の多様性（いろいろな生き物がいること）」、②「生態系の多様性（さまざまな環境があること）」、③「遺伝子の多様性（環境に適応するため、乾燥に強い個体であったり暑さに強い個体であったり、それぞれの種の中でも個体差があること）」を通じた、バランスのとれた多様な生物世界の総称とも言えます。
私たちの生活は、人類発祥の時から生物多様性の恵みに支えられてきたと言っても過言ではありません。食料、木材、衣服、医薬品ばかりでなく酸素の供給や水の循環、豊かな土壌、さらには地域に根ざした文化や伝統といったものも生物多様性の産物といえます。現在、地球上には約40億年もの時を経て様々な環境の変化に適応し、進化してきた約3千万種の生き物が生息していると言われています。しかしながら、近年、商業利用のための乱獲や過剰な採取、埋め立てなどの開発による生息環境の悪化や破壊、さらには外来種の持込による在来種の駆逐など、一連の人間の活動により、1年間に約4万種の生き物が絶滅していると言われています。1日に換算すると100種以上ですので、そのスピードには凄まじいものがあります。一刻も早くこの流れにブレーキをかけ、生物多様性の保全が図られるような人間活動に戻していくことが必要です。
この生物多様性の概念は、いろいろな形で企業活動にも影響を及ぼし始めています。先日、あるテレビ番組で、世界的な食品メーカーが安価な油の調達先であるアフリカや南米の森林を必要以上に破壊しているということで、製品の不買運動等の社会的制裁を受けたといった内容の報道がされていました。農産物や水産物においては、食品の安全性等の観点から産地の表示が義務付けられていますが、今後は原材料に関してもトレーサビリティ（追跡可能性）が求められ、企業として生物多様性に配慮している、またこれからも継続的に配慮していくといった意思表示をすることでＣＳＲ（企業の社会的責任）を果たしていることをアピールしていかなければならなくなったといえるでしょう。
一方、消費者側もそれに伴うコストアップや品質の低下をある程度容認しなければならないことを認識しなければなりません。目先の利益のみを追求する企業が制裁を受けるのと同様に、必要以上にわがままな消費者も戒められなければバランスが取れません。生物多様性とは、人種や国籍を超越した地球人という立場で、一人一人が地球に住ませていただいているという気持ちを持つことが出発点になるのではないでしょか。　（工藤克己）
